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＜連絡事項＞

· 5/1（木）に、新しく発注した掛け布団、敷き布団が入荷になり、病院へ納品となります。梱包数25個で、本部側洗濯場より東病棟を通りリネン庫までの経路で運びますので、入口ドアの開閉が頻繁になります。
· 地域復帰支援検討会、症例検討会、退院療養検討会の実施日が決定したら、担当スタッフは、病棟スケジュールに実施日、時間、開催場所の入力を行って下さい。

· 各担当スタッフは、クリニカルパスの評価日を、カンファレンスの予定表に記載をして下さい。

· 物品発注について、ガラスマジックリンや、台所用洗剤は殆ど、使用しないので発注はしないで下さい。また、トイレ掃除には、トイレハイターではなく、トイレマジックリンで対応していますので、トイレハイターの発注は不要です。

· 整理・整頓が不十分です。物を使用したら、決められている置き場所へ返して下さい。
· 嗜好品、私物管理に関して、治療上必要であれば、スタッフ管理としますが、それ以外は、患者様自身が管理できるよう目標を設定して関わって下さい。奥寺　徹様、伊藤　五十二様、清水　徹様、清水　進様、蝦名　豊美様、山下　拓也様、斉藤　悦子様、坂本　福子様、佐川　光俊様、飯豊　信雄様、佐々木　康子様、蝦夷森　重男様、佐々木　常夫様が現在、買物カードが詰所預かりとなっています。担当スタッフは、早急に患者様とカード管理について検討して下さい
＜患者様連絡事項＞

· 赤石　陽介様～臨時薬前回と同内容にて4日分処方となっています。

· 若松　健一様～5/12（月）14：00～退院前訪問指導予定となっています。担当スタッフ、
　　　　　　　は、書類の作成をして下さい。

· 泉川　ケイ子様～花見行事のお金を父様に確認すると、5/1の外出時に持ってくるとの

ことでした。また、調子が悪いようであれば、外出は中止にすると

のことで、その際は連絡を下さいとの話がありました。

・佐川　光俊様～5/2（金）14：00～退院前訪問指導予定となっています。

・坂本　福子様～排便困難にて、本日、センナリド2Ｔ　桃核承気湯1包　就床前　処方と

なっています。

＜猪股Dｒ診察連絡事項＞

・奥寺　徹様、大橋　照子様、蝦名　豊美様の予測指示が5/9まで継続となっています。
　　　　　　　　　　　　

＜要注目患者様＞

· 赤石　陽介様～昨日、朝食前と、夜間に尿失禁みられています。内服薬変更に対しての

不満・イライラ感の訴えあり、傾聴にて対応。切迫した様子はありま
せん。準夜帯で、微熱がありましたが、以後解熱しています。引き続
き、身体症状の観察と、服薬調整中の為、薬の作用、副作用の観察と

幻聴や、イライラ感等の症状出現時に対処できるよう支援を進めてい
きましょう。

· 阿部　文香様～異常体験に左右された発言あり、服薬調整しています。今朝、他者から

の話し掛けに対して、イライラ感を訴え、コーヒーをこぼす行為みら

れています。易怒的となることなく、自ら他者と距離をとることはで

きています。引き続き、イライラ時は、行動化の前に、スタッフに気

持ちを表出できるよう介入していきましょう。

· 中川原　義雄様～口調の軽さ、話しかけの多さありますが、トラブルなく経過していま

す。夜間は中途覚醒ありますが、再就床することできています。今

朝、気分高揚みられ、自ら対処方法について相談され、自律訓練法

について指導をしています。引き続き、他者トラブルに注意すると

ともに、現在の状態が自覚でき、自己コントロールできるよう介入

していきましょう。

· 斉藤　悦子様～昨日、手のしびれを訴え昼食不食。プログラムは参加することできてい

ます。不眠時の予測指示について、身体の違和感訴え、予測指示薬が

減量となっています。本日、1：00不眠にて、予測指示のブロチゾラム

（0.25）1/2Ｔ内服。以後、良眠で経過しています。ひき続き、睡眠状

況や、手のしびれの有無、程度の観察を行い、安定した日常生活が送

れるよう介入をしていきましょう。また、5/1の退院に向け、他部署と

の連携、書類の作成等を進めていきましょう。
※福島　昭彦様の症例検討会を実施しています。
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開催日：Ｈ26年4月25日

時間：13：00～13：30



報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

チームリーダー：三浦　雪枝

佐々木　正憲　上野　雅人　橋本　智聡　番場　浩文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年4月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　相馬　亜紀子

　

基礎情報

氏名： 福島　昭彦  様　（男性：47歳）　病名：躁うつ病

入院年月日：H26年3月12日　　　　　　　　　当院1 回目

入院形態：任意入院

退院予定年月日：5月中　　　　　退院予定先：自宅

検討された支援内

容と今後の方針

・本人様への疾病教育（疾病、症状コントロール→セルフモニタリング等を使用して

　いく）

・御家族様への疾病教育（疾病：双極性障害Ⅱ型、本人様への関わり方、距離の取り

　方について）

・自己服薬管理：疾病教育後、早急に行っていく

・薬物調整

・メモ等を使っての訴えに対しては、都度対応するが、急を要さない内容に関して

　は、待って頂きたい事を説明していく。

・妻様への面会回数に関しては、主治医より説明を行っていく。

・ＯＴ→体力の向上、認知機能の向上も目標に進めていく。

・退院後は、外来通院1回/2週予定

・症状、薬の作用・副作用の観察

・外出・泊訓練



抽出された問題点

・気分高揚、気分の落ち込み等の気分変動あり、不安定さあり

・家族様が本人様への対応の仕方に対して不安あり

・希死念慮あり

・疾病に対する知識不足（本人・御家族）


